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1 四半期報の廃止とアンチバイオグラム作成ツールの配布 

 

JANISでは 3種類（四半期報・半期報・年報）の公開情報を作成している。このうち四半期報および

半期報は最低限の精度管理のみ実施した速報、年報はより厳密な精度管理を実施した年次報告という位

置づけであるが、後述する複合的な要因で慢性的に集計が遅延しており、ニーズの高い年報の作成を優先

せざるを得ず、四半期報・半期報は年報の後追いで公開する状況が継続しており、速報の役割を果たすこ

とができていない。 

そのため、検査部門・全入院患者部門の四半期報の廃止と、それに代わり新たに検査部門アンチバイオ

グラム作成ツールを配布することを提案したい。 

 

1.1 現在作成している公開情報と還元情報の一覧と、今後も作成を継続する予定の公開情報と還元

情報の一覧の対比。 

 

 

 

 

1.2 公開情報作成状況（例：検査部門） 

2018年年報は公開されているが、2018年第2～4期四半期報が集計遅延のため未公開である。 

 

表 1. 現在作成している公開情報と還元情報（赤丸表記のものが廃止検討対象） 

表 2. 今後も作成を継続する公開情報と還元情報（案） 

図 1．検査部門 2019年 10月 15日現在の公開情報作成状況 
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図 3．アンチバイオグラム作成ツール操作イメージ 

1.3 集計遅延の原因 

 検査部門と全入院患者部門は従来の全体集計に加え、2014年から病床数別集計、2015年か

ら都道府県別集計を行っている。さらに検査部門では、2017 年年報から外来検体の集計も開

始している。 

両部門の参加医療機関数を図 2 で示している。JANIS の参加医療機関数が右肩上がりに増

加するなかで、集計はより細分化し、これに伴い作成すべき公開情報・還元情報の種類が増加

し、システムの恒常的なキャパシティー不足に陥っている。 

 

 

 

1.4 集計の遅延解消に向けた 2提案 

①四半期報の廃止 

現状では、四半期報が本来の速報としての役割を果たしていない。 

抜本的に解決するためにはシステムの改修を要するが、これには多額の費用が発生する。四半

期報を廃止し、ニーズの高い公開情報および還元情報の作成に絞ることでシステムの負荷の大

幅な減少およびキャパシティー不足の解消、集計の高速化を図る。 

 

②検査部門アンチバイオグラム作成ツールの配布 

 四半期報を廃止する代わりにアンチバイオグラム作成ツールを配布する。検査部門還元情報

CSV ファイルを期間指定して 1 つにまとめてダウンロードし、ドラッグ&ドロップすること

で自施設オリジナルのアンチバイオグラムを作成することができる形式を想定している。 

このツールにより、参加医療機関は自身の PC を使用して任意の期間でタイムリーなアンチバ

イオグラムを作成することが可能となり、需要の高いアンチバイオグラムに関して、四半期報

の廃止を補うことができるうえに、参加医療機関の満足度向上が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．2019年 1月現在の各部門参加医療機関数 
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